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提案理由 

国に対し、地方自治を尊重して沖縄との真摯な協議を行うとともに、米軍辺

野古基地建設工事をただちに中止するよう強く求める。 

これが、本案を提出する理由である。 



沖縄の米軍辺野古基地建設工事の中止を求める意見書 

 

 沖縄の米軍辺野古基地建設をめぐり、政府と沖縄県の間で発生している事態

は、「国家とは別の人格を持ち、中央政府と対等の立場」にある地方自治体と

して、一地方の出来事と見過ごすことのできない重大な問題がある。昨年の名

護市長選挙、沖縄県知事選挙、衆議院選挙を通じて「辺野古への新基地建設ノ

ー」という、沖縄県民の強い意志が示されていることは、誰の目にも明らかで

ある。しかるに、日本政府は沖縄県民に対する説明責任を果たすことなく、抗

議する人々を押しのけながら、海底調査を強行する姿は異常である。 

政府の行為には地方自治を尊重する姿勢が見られず、国民や自治体関係者か

らは「民意を踏まえた真摯な話し合い」を望む声が出ているのは当然である。 

民主主義国家として憲法遵守義務を負う日本政府が、アメリカの基地を建設

するために、沖縄県民を「粛々と」強権で押さえつける姿を多くの国民は感じ

とっており、時間の経過とともに辺野古基地建設に反対する世論は確実に高ま

っている。 

翁長沖縄県知事は、「自ら基地を提供したことは一度もない」「銃剣とブルド

ーザーによる土地の強制接収によってつくられた」のに「普天間基地が古くて

危険だから替わりの基地を提供しろ」では「道理が通らない」と訴えている。

日本の政府なら、この思いを真摯に受け止めた対応が必要である。 

よって、本市議会は国に対し、地方自治を尊重して沖縄との真摯な協議を行

うとともに、米軍辺野古基地建設工事をただちに中止するよう強く求めるもの

である。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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